STRUCTURE AND SUCCESSION OF GRASSLAND VEGETATION IN THE SUBALPINE ZONE, CENTRAL JAPAN (中部地方の亜高山帯における草地植生の構造と遷移) by 土田 勝義
STRUCTURE AND SUCCESSION OF GRASSLAND
VEGETATION IN THE SUBALPINE ZONE, CENTRAL
JAPAN (中部地方の亜高山帯における草地植生の構
造と遷移)
著者 土田 勝義
号 660
発行年 1981
URL http://hdl.handle.net/10097/24408
 氏名・(本籍)
謁
美
卸
勝
 だ
田
節
士
 学位の種類理学博士
 学位記番号理第660号
 学位授与年月日昭和56年2月25日
 学位授与の要件学位規則第5条第2項該当
最終学歴
学位論文題目
論文審査委員
 昭和40年3月
信州大学文理学部卒業
 (長野県)
STRUCTUREANDSUCCESSIONOFGRASSLAND
VEGETATIONINTHESUBALPINEZONE,CEN-
 TRALJAPAN(中部地方の亜高山帯における草地植生の構
 造と遷移)
 (主査)
教授飯泉茂
好
吉
夫
賀
広
寛
多
橋
馬
池
大
相
菊
授
授
授
教
教
教
助
論
文 目
次
 1.はじめに
 II.調査地とその環境
 m.中部地方の亜高山帯における草地のタイプと構造
 IV.霧ヶ峰高原の亜高山帯における環境傾度分析一とくに冬期環境に関連して
 V.美ヶ原高原の亜高山帯における草原遷移
 (D草原群落と遷移関係
 (2)裸地における初期遷移
 VL焼岳火山の亜高山帯における一次遷移
 肌考察とまとめ
 一524一
:
 
~~{h. 
IX. 
y*. 
~i~ ~~~ 
-~~C~~ 
d' ~~,~  ~ ･1 "'~ 
~ 5',5 ~ 
i
i
論文内容要旨
 わが国の草地の植物生態学的研究は,大迫(1937年)以来,数多くの研究者によって研究せ
 られ,1961年には沼田によって総括された。そしてそれに続くIBP草地班の総力的な研究に
 よって頂点に達し,これは再び沼田(1975年)によって成果がとりまとめられた。
 これらの研究によって得られた成果としての諸原理(植生の分類,構造,遷移,生物占非生
 物的要因との相互関係,一次生産,分解,草地生態系のモデルなど)は,当然その対象とした
 草地植生において適用されるものであるが,これらの研究の多くは主としてわが国において,
 気候的には暖帯～冷温帯に分布し,また地理的には九州～北海道南西部に成立する草地におい
 ておこなわれた。また近年では,東北大学等によって南西諸島の草地研究がおこなわれている。
 このようにわが国の草地植生については、暖帯～温帯にかけての研究とその成果がいちじるし
 く進展しており,また農学的な人工草地に関する研究もさかんにおこなわれている。
 しかし一方,気候的に寒冷な亜寒帯地方又は亜高山帯に属する草地についての研究はほとん
 どなかった。その理由は亜寒帯地方(わが国では北海道の一部)では,草地はほとんど牧草の
 播種による人工草地であり,いわゆる野草地の利用は経済効率の悪いことや草地管理.hの問題
 からほとんど行なわれていないこと,たとえ野草地として始めても牧草類が侵入繁殖し,数年
 のうちに人工草地とほぼ同タイプの植生となってしまうことなどで,本来的な意味での野草地
 があまり存在しないことである。また亜高山帯の草地は,本来亜高山帯森林に覆われていたも
 のが,伐採や山火事などによって草原状化していた場所を放牧や採草に利用したものが多いが,
 このような場所は利用に不便なこと,寒冷のため草地の生産力が低いことなどで草地の発達が
 少なくかつ小面積であった。もちろんこのような高標高地の草地を利用するよりも広大な平地
 や山地の草地利用の方が有利であり,従って野草地の存在も大半が平地や山地帯にあり,その
 研究の主力もそこにあった。事実筆者も本論文で報告した亜高山帯の草地は交通不便でその発
 見や到達にかなりの労と年月を費やした。このようにわが国では亜高山帯に位置する草地の研
 究は,その存在数の少なさと立地条件に制約されて,ほとんど報告がなされていなかった。筆
 者は本州中部地方の山岳地帯や高原地帯において1965年よりこれら亜高山帯草地の発見と調
 査をおこなってきた。また東北地方や北海道の亜高山帯や亜寒帯地域についても調査をこころ
 みたが,全般的にいってこれらの草地の典型的かつ広面積的なものは中部地方を主とすること
 が分った。そごで研究の本拠地をここに定め,さまざまな生態学的研究をおこなってきたが,
 本論文の研究目的は次の焦点にあてた。
 (1)中部地方の牽高山帯の草地植生のタイプを認定し,またその植生の種組成や生活型組成な
 どの構造を解析する。
 (2)草地植生を規定する地形,気象などの物理的環境との対応関係を知る。
 (3)草地植生と生物的要因,および草原遷移の解析などである。
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 そこで以下のテーマを設定した。
 1.中部地方の亜高[.U帯の草地植生のタイプと構造について
 2.霧ヶ峰高原の亜高山帯草地の環境傾度分析一とくに冬期環境に関連して
 3.美ヶ原高原の亜高山帯の草原遷移
 4.上高地焼岳火山の亜高山帯における一次遷移
 以下これらについての研究結果を総論的にのべる。
 わが国の草地植生は人為的な影響のもとに成立しており,大きく分けると放牧地,採草地,
 これらの利用後の放任地の3つのタイプになる。筆者の調査した範囲(中部地方のほとんどの
 亜高山帯の草地といえる……8地区19スタン'ド)において,放牧地では,ウシノケグサ型(乾
 燥地)又はウシノケグサースゲ型(乾～湿生地)といった短草型草地が成立している。これら
 の草地はウシノケグサ,スゲ類(ヒメスゲ,ホソバヒカゲスゲ,シバスゲ),ヤマヌカボ,マツ
 ムシソウなどが優占的である。また生活型組成の優占タイプは,休眠型はH(半地中植物),散
 布器官型はD1(広散布型)とD.1(重力散布型),地下器官型はR,(根茎型),生育型はt(叢生
 型)を示している。採草地ではヒデノガリヤス型(乾～中生)又はイワノガリヤス型(湿生)
 で長草型である。優占種はヒデノガリヤス,イワノガリヤス,ノアザミ,マツムシソウなどが
 群落、ヒ層を占め,スゲ類,ハクサンフウロなどが下層を占めている。生活型組成はHD,1R3t又
 はe(直立型)となっている。放任草地はヒゲノガリヤスーササ型(乾～中生)かイワノガリ
 ヤスーササ型(湿生)がみられる。この草地は過去の利用の仕方や放任期間などによって一定
 しないが,優占種はヒデノガリヤス,イワノガリヤス,ササ類などイネ科植物のほか,アキノ
 キリンソウ,ハクサンフウロ,ニッコウキスゲ,ノアザミ,ツリガネニンジン,レンゲツツジ
 なども比較的高い優占度を示し,種組成も豊富である。生活型組成はHDl又はD,R3eが優占
 型である。なお当調査ではササ型草地はその成立原因が判定できにくいこと,多くは森林伐採
 跡地で利用の歴史がほとんどないことなどの理由で一部をのぞいて省かれた。
 このようにこれらの草地植生は,わが国の温帯に一般的に成立する放牧地のシバ型草地,採
 草地のススキ型草地,および放任地のススキ草地と同じような形態・構造を示し,生態的に同
 位といえよう。
 このようにこれらの草地植生は,わが国の温帯に一般的に成立する放牧地のシバ型草地,採
 草地のススキ型草地,および放任地のススキ草地と同じような形態・構造を示し,生態的に同
 位といえよう。
 人為的影響から解放された放任草地は,また進行遷移の途中相にあるが,亜高山帯において
 は,その遷移の速度は非常にゆるやかで,霧ヶ峰高原(標高1,600～1,900m)では採草中止後
 15～20年を経てもまだ草原状を呈していて森林が成立してこない。従ってこのような草地は現
 在,その立地環境(物理的環境)がその植生を強く規定している。そこで当地の車山(1,925m)
 において環境傾度分析をおこない,その関係を明らかにした。すなわち環境傾度として1つは
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1 標高(1,600～1,900m),2つは斜面方位(8方位)を選んだ。山岳地帯においては,標高は主
 として温度を規定し,斜面方位は風向,積雪量,日射量などを規定しているが,必ずしもこれ
 ら単一要因でなくいろいろな要因の複合であるといえる。また長年の調査経験から冬期環境が
 植生を規定していると推察されたため12月～5月まで積雪量や凍土層の厚さの変化などの調
 査をおこなった。その結果,標高的には亜高山帯下部(約1,750m)あたりを境いにそれ以下
 はススキ群落,以高はヒゲノガリヤスーニッコウザサ群落が発達している。ススキ型草地は,
 わが国では暖帯～冷温帯に発達する草地とされており,当地では標高的には亜高山帯下部まで
 上昇していた。一方,車山の標高1.850mあたりにおいて,斜面方位のちがいにおける植生は,
 南側斜面(風衝側)はヒデノガリヤスとササの優占する群落が発達し,北側斜面(風背側)は
 広葉高茎草本群落又はイワノガリヤス群落がみられた。これらの植生パターンはとくに冬期環
 境と強く結びついている。山岳地帯においては積雪の多少は地表および地下の保温に関係して
 おり,また凍土層の形成や厚さに関係している。当地の南斜面においては,標高の低い地域は
 最寒期の積雪量が多く,従って凍土層はうすい。また春早く融解してしまう。これはススキの
 上昇に有利であろう。高標高地では風で雪が吹きとばされて積雪量が少なく,また凍土層も最
 大数十cmと厚くなる。これに対して風背側の北斜面は積雪量が多く凍土層はうすい。風衝側は
 融雪が早いが凍土はおそくまで残っており,風背側は北斜面もあっておそくまで残雪があり,
 立地を湿性化している。そこで当地のいくつかの優占種の耐凍性を生理的に実験してみたとこ
 ろ,低標高地の優占種であるススキやヘラバヒメジョオンは耐凍性が低く,高標高地の優占種
 であるニッコウザサやヒデノガリヤスは耐凍性が高かった。このように亜高山帯の草地植生の
 分布パターンは地形や気象条件に大きく依存していることが判明された。
 このようなAbioticな要因に対して,人為的な要因と植生とのかかわりあいについては美ヶ
 原高原(12900～2,000m)でこころみられた。当地では進行的遷移の一例として,視地一>ナギ
 ナタコウジュ群落→ヨモギ群落(キク科型)→ヒゲノガリヤスーシナノザサ群落→シナノザサ
 群落一〉森林という遷移段階とコースが考えられる。このような草地において放牧がおこなわれ
 るとウシノケグサ群落,さらに過度の放牧でオオバコ群落から裸地に退行する。一方採草が定
 期的におこなわれるとヒデノガリヤス群落になる。また裸地における定置枠の経年調査では,
 先駆植生の成立は気象条件や基質の移動・流出が非常に厳しいこと,さらに被度は少ないが主
 なる先駆種はヒメスゲ,ミヤマヌカボ,ヤマハハコなどであった。このような二次遷移的な草
 原遷移に対して,亜高山帯の一次遷移について,上高地焼岳(標高2,455m)の火山噴出物(火
 山砂)上の植生について調査したところ,その組成,構造,土壌分析,地形,環境傾度分析な
 どから判断して,草本群落から森林へ,すなわち,裸地一・ヒメノガリヤス群落→ヒデノガリヤ
 ス群落又はイワノガリヤス群落(湿生地)→シナノザサ群落→ササー低木群落→森林という
 コースが判明され,ここでもノガリヤス類が主要な役を占めていることが分った。
 以上から結論されることは,わが国の中部地方の亜高山帯に位置する草地は数少ないながら,
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 放牧地ではウシノケグサ型,採草地ではヒデノガリヤス型又はイワノガリヤス型が一般的に成
 立しており,放任すればササ型へ移行してゆく。また亜高山帯という厳しい気象条件や複雑な
 地形条件によって植生が強く規定されている。また植物遷移については,その立地や状況によっ
 てさまざまのコースや系列があることが知られた。筆者は現在,これら草地の生産力,放牧・
 刈草実験,草原動物との相互関係,牧草類の侵入繁殖メカニズム,優占種の種生態,遷移,環
 境一植生パターン等の解析等の研究テーマを追及しており,今後更に進展をはかっている。
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 論文審査の結果の要旨
 亜高山帯に位置する草地の生態学的研究はほとんどなかった。著者は中部地方で亜高山帯草
 地の発見とその生態学的調査を続けてきた結果,冷温帯から暖温帯でみる草地型とは違って,
 放牧地ではウシノケグサ型またはウシノケグサースゲ型であり,採草地ではヒデノガリヤス型
 またはイワノガリヤス型であることを認めている。そしてそれらの草地から人為的な影響を除
 いて放置すると,ヒゲノガリヤスーササ型またはイワノガリヤスーササ型の草地となることを
 知った。
 以上の各草地の種組成,生活型組成からみた特徴を記載したあと,著者は,各草地間の遷移
 的関係(進行的,退行的)を検討している。とくに採草を中止したあと20年経てもなお草原状
 を呈している事実をみて,進行的遷移が亜高山帯では非常にゆるやかであることをみている。
 その原因として立地環境(非生物的環境)が草地植生を強く規定しているとし,なかでも冬期
 の積雪と凍土深が強く関係していることを現地調査から明かにした。そのことは標高と斜面方
 位にもかかわることで著者は環境傾度分析を行ってその点も明かにしている。一方,草地のい
 くつかの特徴ある植物種の耐凍性を生理的に実,験してヒデノガリヤス,ニッコウザサの耐凍[生
 が高いことをみている。また,現地実験として草地の一部を緑地化してそこでの進行的遷移を
 確かめてもいる。また,対照的に火山噴出物上の一次遷移の様子を同じ中部地方の火山でみて
 いるが,その遷移過程でヒデノガリヤス群落またイワノガリヤス群落が主要な役割を果してい
 る事実をとらえている。そして中部地方における亜高山帯草地を特徴づけているノガリヤス類
 の生理生態的また種生態的研究の必要性を今後の課題としている。
 以上のように,土田勝義の論文は,今までに扱っていなかった亜高山帯草地の植生型,構造,
 遷移の問題を明らかにした点で,広く植物生態学上貴重な成果をもたらしたものと評価できる。
 本論文の著者は自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識のあることを示すもの
 である。よって,土田勝義提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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